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　市中心部を流れる巴波川に浮かぶ船は、古くから江戸までを結ぶ物流
の重要な手段で栃木の特産物や穀物をたくさん船に積んで運びました。
　現在の巴波川に浮かぶ蔵の街遊覧船は、栃木市に観光に訪れるお客
さんをはじめ、多くの乗船者を楽しませています。
　さて、今回の表紙には、その遊覧船を結婚式のセレモニーにご利用
された方から写真をご提供いただきました。４月下旬の快晴の日、さわ
やかな風にこいのぼりがはためく中、晴れやかなお姿は見る者の心をあ
たたかくさせてくれます。

※市民の皆様に農業委員会の活動を知っていただくために配布させていただきます。※市民の皆様に農業委員会の活動を知っていただくために配布させていただきます。
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去
る
５
月
30
日
（
水
）
に
東
京
都
文
京

区
の
「
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」
に
お
い

て
平
成
30
年
度
全
国
農
業
委
員
会
会
長

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
中
、
約
１
，８
０
０
人
の
出
席
者

の
前
で
大
橋
会
長
が
栃
木
市
農
業
委
員

会
の
農
地
利
用
最
適
化
活
動
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
発
表
し
、
農
業
委
員
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
協
力
し
て

農
地
の
出
し
手
と
受
け
手
の
仲
介
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
を
具
体
的
に

説
明
し
ま
し
た
。

　

約
８
，２
０
０
世
帯
の
農
家
を
戸
別

訪
問
し
て
農
業
経
営
状
況
・
意
向
調
査

を
実
施
し
た
農
業
委
員
会
は
全
国
で
も全国農業委員会会長大会で発表する大橋会長

大山寛 氏

他
に
例
が
な
く
、
栃
木
市
の
活
動
は
先

進
事
例
と
し
て
様
々
な
場
面
で
紹
介
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

大
橋
会
長
は
栃
木
市
の
活
動
を
発
表

し
た
後
、
農
地
利
用
最
適
化
活
動
に
全

力
で
取
組
む
決
意
表
明
を
行
い
、
栃
木

県
農
業
会
議
の
國
井
会
長
の
発
声
に
よ

り
出
席
者
全
員
で
「
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
」

を
行
い
、
今
後
の
活
動
に
全
力
を
尽
く

す
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
全
国
の
農
業
委
員
会

会
長
が
一
堂
に
会
し
開
催
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
て
、
今
年

は
「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
を
飛
躍
的
に

実
現
で
き
る
よ
う
、
農
業
・
農
村
の
問

題
を
幅
広
く
汲
み
上
げ
た
現
場
の
意
見

を
反
映
さ
せ
た
政
策
提
案
決
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
開
催
前
に
は
、
栃
木
県
選

出
国
会
議
員
等
に
対
す
る
農
業
振
興
に

関
す
る
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
市
内
の
経
験
豊
か
な
農
業

者
の
一
人
で
あ
る
大
山
寛
氏
に
自
ら
の

経
験
を
踏
ま
え
て
、
現
在
の
農
業
に
は

何
が
必
要
か
、
次
世
代
の
農
業
者
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う
意
味
合
い
を
込
め

た
提
言
を
お
願
い
し
ま
し
た
の
で
、
こ

こ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
45
年
か
ら
ト
マ
ト
栽
培

を
開
始
し
、
47
年
間
、
長
き
に
わ
た
り

ト
マ
ト
栽
培
に
係
る
仕
事
を
し
て
き

ま
し
た
。
栽
培
開
始
当
初
は
4
名
の
弱

小
部
会
で
、
栽
培
技
術
や
、
販
売
戦
略

に
も
苦
労
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
若
い
生
産
者
が
徐
々

に
増
え
、
組
織
の
合
併
な
ど
も
あ
り
、

共
同
選
果
場
の
必
要
性
が
生
産
者
か

ら
求
め
ら
れ
、Ｊ
Ａ
や
行
政
の
協
力
の

も
と
、
平
成
11
年
に
選
果
場
を
稼
働
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ト
マ

ト
栽
培
農
家
も
担
い
手
が
徐
々
に
増

え
て
く
る
に
つ
れ
、
部
会
青
年
部
活
動

も
盛
ん
と
な
り
、
活
気
あ
る
組
織
に
な

り
ま
し
た
。

　

施
設
園
芸
で
は
、
高
軒
高
ハ
ウ
ス
、

ハ
イ
ワ
イ
ヤ
ー
誘
引
技
術
の
開
発
に

よ
り
、
長
期
多
段
ど
り
栽
培
が
可
能
と

な
り
収
益
が
向
上
し
、
最
近
で
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
統
合
環
境
制
御
が
普

及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ハ
ウ
ス
内
の
環

境
の
見
え
る
化
が
進
み
、
温
度
や
湿
度

さ
ら
に
は
二
酸
化
炭
素
を
施
用
し
光

合
成
促
進
な
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

自
動
制
御
し
、
さ
ら
な
る
生
産
性
向
上

の
普
及
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
施

設
の
大
型
化
が
進
み
、
県
内
に
は
、
１

ｈ
ａ
を
超
え
る
イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト
生

産
者
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

栃
木
市
は
日
射
量
が
多
く
、特
に
冬

の
光
量
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
土
地
が

平
坦
で
水
質
も
良
く
、
台
風
な
ど
の
災

害
が
少
な
い
等
の
好
条
件
を
備
え
、
物

流
面
を
考
え
て
も
、
大
消
費
地
東
京
に

も
近
く
コ
ス
ト
や
鮮
度
面
で
も
優
位

で
あ
り
、
施
設
園
芸
に
最
適
な
地
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、
農
業
者
の
超
高
齢
化
や
減

少
が
進
ん
で
お
り
、
新
た
に
農
業
を
目

指
す
若
者
の
農
業
に
対
す
る
考
え
方

も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
農
業
を

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
非
農
家

か
ら
農
業
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
者

や
、
農
業
後
継
者
が
夢
を
持
て
る
農
業

の
展
開
な
ど
、
次
世
代
を
担
う
青
年
農

業
者
に
何
が
残
せ
る
の
か
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。
農
業
を
通
じ
、
行
政

や
農
業
団
体
、
農
業
組
織
が
一
体
と
な

り
農
業
が
次
世
代
の
若
者
に
夢
が
持

て
る
環
境
を
整
備
し
、
地
方
の
活
性
化

に
貢
献
出
来
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

代
表
取
締
役

大
山
寛
氏

サ
ン
フ
ァ
ー
ム
・
オ
オ
ヤ
マ

ゆ
た
か

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

次
世
代
施
設
園
芸
に
想
う

【
提
言
】

《
協
力
・
牛
久
秀
一
委
員
》

く
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農業経営状況・意向調査の結果

回　　答 割　　合
今後の農業経営意向について

規模拡大したい
このまま続けていきたい
規模縮小したい
高齢等で続けていくことが難しい
辞めたい
その他
未記入（わからない）
合　　計

３．１３％
４３．０７％
４．５２％
１３．９７％
１３．５７％
６．２５％
１５．４９％
１００．００％

回　　答 割　　合
今後必要な取組みについて

規模拡大
コスト軽減
経営複合化
６次産業化
その他
未記入
合　　計

４．３０％
２５．１１％
４．３８％
５．３４％
１１．４０％
４９．４７％
１００．００％

回　　答 割　　合
農業後継者の見込みについて

農業後継者の見込みがついている
農業後継者の見込みはついていない
未記入
合　　計

１２．５４％
６６．３７％
２１．０９％
１００．００％

回　　答 割　　合
経営主以外の農業従事者について

経営主以外に農業に従事している家族がいる
経営主以外に農業に従事している家族以外の者がいる
経営主以外に農業に従事している者はいない
未記入
合　　計

３６．５８％
５．２９％
３５．１３％
２３．００％
１００．００％

※地域別の割合等、詳細につきましては市ホームページに掲載します。

※１０アール以上の自作農地を有する農家、8,211戸を対象に平成29年に実施しました。
　農地は全部、相対で貸している等の理由で、調査対象外となった農家以外、6,253戸の調査票を回収（回収率7６.２％）
　本調査の結果を踏まえて、農業委員、農地利用最適化推進委員は、活動を行っています。

農業者の現在の経営状況と今後の農業経営の意向を把握し、今後の農地利用最適化活動の
基礎資料とするために実施した調査の結果をお知らせします。
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今年の
７～８月頃

農業委員会が全農
地の利用状況を確
認します。

今年の
１１月頃

遊休農地の所有者
等には、農業委員
会から利用意向調
査票が届きます。

来年の
７～８月頃

表明した意向どお
りに実施している
か、農業委員会が
確認します。

来年の
１１月頃

意向どおりに実施
していない場合は
農業委員会から、
農地中間管理機構
による遊休農地の
借入の協議の勧告
が行われます。

再来年の
1月1日

勧告を受けている
農地は、その納付
する年度の固定資
産税が1.8倍にな
ります。　　　

農地法に基づき、遊休農地については以下の措置がなされます

農
地
の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

農
地
の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

【
農
地
の
適
正
な
管
理
に
つ
い
て
】

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
な
ど
に
よ
り
、
農
地
と
し
て
有

効
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
耕
作
放
棄

地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
は
、
病
害
虫
や
雑
草

の
発
生
源
と
な
り
、
周
辺
の
農
地
や

住
宅
へ
迷
惑
を
か
け
る
ば
か
り
で
な

く
、
ご
み
を
捨
て
ら
れ
る
な
ど
生
活

環
境
悪
化
や
火
災
の
発
生
原
因
と
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
農
地
を
所
有
す
る
方
は
、
責
任
を

持
っ
て
耕
起
・
草
刈
り
・
除
草
等
を

行
い
、
農
地
の
適
正
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に
つ
い
て
】

　
農
業
委
員
会
で
は
農
地
の
無
断
転

用
や
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
防
止
す

る
た
め
、
７
月
か
ら
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
の
方
法
は
、
農
地
を
見
回
り
、

耕
作
の
状
況
な
ど
を
見
て
、「
遊
休

農
地
（
荒
廃
農
地
）」
に
な
っ
て
い

な
い
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。
そ

の
際
、
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
農
地
へ
立
ち
入
る
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
遊
休
農
地
の
課
税
強
化
に
つ
い
て
】

　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
遊
休

農
地
と
判
断
さ
れ
た
土
地
所
有
者
等

に
は
、
11
月
に
利
用
意
向
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　
こ
の
利
用
意
向
調
査
に
対
し
、
未

回
答
の
方
や
、
自
分
で
耕
作
す
る
、

自
分
で
借
り
手
を
探
す
な
ど
と
回
答

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
そ
の
通
り
に
し

て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

措
置
（
下
図
参
照
）
が
取
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
、
遊
休
農
地
の
固
定
資
産

税
の
評
価
額
が
通
常
農
地
の
評
価
額

の
約
1.8
倍
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　
な
お
、
利
用
意
向
調
査
に
お
い
て
、

農
地
中
間
管
理
機
構
に
貸
し
付
け
の

意
向
を
表
明
す
る
な
ど
、
課
税
強
化

の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
調
査
票
が
届
い
た
際
に
は
、
必
ず

ご
回
答
く
だ
さ
い
。

年　月 申請書等受付締切日 総会開催日

平成30年 7月
8月
9月
10月
11月
12月

平成31年 1月
2月
3月

平成30年 7月 2日（月）
7月31日（火）
8月31日（金）
10月 1日（月）
10月31日（水）
11月30日（金）
12月28日（金）

平成31年 1月31日（木）
　　　　　2月28日（木）

平成30年 7月23日（月）
8月23日（木）
9月21日（金）
10月25日（木）
11月22日（木）
12月21日（金）

平成31年 1月24日（木）
2月22日（金）
3月22日（金）

平成30年度　栃木市農業委員会総会等予定表（７月以降）

※総会の会場、開始時刻等については、市ホームページ等でご確認ください。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

大
平
地
域
榎
本
区
域

荒
川　

伸
次　

☎（
４
３
）６
１
９
６
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★１ 農地中間管理機構（栃木県農業振興公社）を活用して農地を借り受けた場合
 ・市内に住所を有する認定農業者又は認定新規就農者　・借受期間が10 年間以上
★２ 栃木市農業公社を活用して農地を借り受けた場合
 ・市内に住所を有する認定農業者又は認定新規就農者　・借受期間が 5 年間以上
★３ 農地中間管理機構または栃木市農業公社を活用して農地を貸し付けた場合
 ・市内に有する農地を認定新規就農者へ貸し付けた農地所有者
 ・農地中間管理機構を活用した場合は貸付期間が 10 年間以上、栃木市農業公社を活用した場合は貸付期間が 5年間以上
★４ 農地を買い受けた場合
 ・市内に住所を有する認定農業者又は認定新規就農者
 ・栃木市農業公社を活用した栃木県農業振興公社からの農地の買い受け
★１～４の共通事項
 ・市税を完納していること　　・交付要件を満たす農地の合計面積が1,000㎡（10a）以上であること

　市では担い手への農地の集積を促進するため、新たに農地の利用集積を行う認定農業者または認定新規就農者を
対象に補助金を交付します。また、認定新規就農者へ農地を貸し付けた農地所有者へも補助金を交付します。

詳しい交付要件や申請手続き等につきましては農業振興課または各総合支所の産業振興課までお問い合わせください。

農業振興課からのお知らせ

栃木市担い手農地集積促進補助金

制度の対象となる主な要件

補助金の交付額

★ 10ａあたり 7,000 円・・・・・・上記の★1に該当する場合
★ 10ａあたり 5,000 円・・・・・・上記の★2 ★3 ★4のいずれかに該当する場合

相続等で農地を取得した場合には、届出が必要です相続等で農地を取得した場合には、届出が必要です

農業を続ける予定ですが、相続税
の軽減などは、受けられますか。

農地を相続した本人が農業を営む場合や、農業経営基盤強化法による
貸付けを行う場合などには、相続税額の一部が猶予される場合があり
ます。

会社に勤めているので、自分で農
作業を行うことは難しいのですが。

栃木市農業公社が農地の利用調整のお手伝いを行っていますので、ご
相談ください。例えば、依頼により規模拡大を希望する農家の方への
農地の貸し付けなどを実施しています。

農地の売り買いや貸し借り、転用
を考えているのですが。

自分の所有する農地であっても、農地の売買・貸借・転用には許可や
届出の手続きが必要になりますので、必ず事前に農業委員会にご相談
ください。必要な許可や届出をしないまま、売買・貸借・転用をして
しまいますと、農地法違反となり、罰則が適用されることがあります
ので、ご注意ください。

Ｑ． Ａ．

Ｑ．

Ｑ． Ａ．

Ａ．

農地法では、農地を相続した時などの届出が義務付けられています。農業委員会が農地の権利移動を把握して、
農地の有効利用を図るためのものですので、相続等で権利を取得した場合には、農地のある市町村に届出をお
願いします。
なお、届出には農地の権利を取得したことがわかる書類が必要となりますので、法務局にて所有権移転登記

を済ませた後、土地の全部事項証明書等を持参の上、農業委員会事務局に届出書の提出をお願いします。
（農地の相続等を受けた日からおおむね１０ヶ月以内に届出願います。）
この届出は、会社などにお勤めの方が農地を相続した場合など、実際には農業に

従事していない方の場合でも必要になります。
農地を取得後、次のような場合には農業委員会にご相談ください。

・農業振興課　　  ℡ 0282-21-2379
・藤岡産業振興課  ℡ 0282-62-0906

・西方産業振興課  ℡ 0282-92-0313
・大平産業振興課  ℡ 0282-43-9212

・都賀産業振興課  ℡ 0282-29-1104
・岩舟産業振興課  ℡ 0282-55-7764

農業委員会だより
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豚汁を提供しました

《
手
塚
政
子
委
員
》

去
る
４
月
12
日
（
木
）
に
東
京
都
文
京
区
の
ホ
テ

ル
「
椿
山
荘
」
に
お
い
て
、
全
国
情
報
会
議
が
開
催

さ
れ
、栃
木
市
か
ら
は
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
全
国
情
報
会
議
は
、
農
業
委
員
会
に
お
け

る
情
報
提
供
活
動
の
強
化
を
目
指
し
、
全
国
の
農

業
委
員
会
関
係
者
を
参
集
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
コ
ン
ク
ー
ル
の
入

賞
者
、「
全
国
農
業
新
聞
」
の
普
及
促
進
に
功
労
の

あ
っ
た
個
人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
農
業
委
員
会
だ
よ
り

と
ち
ぎ
（
第
７

号
、
第
８
号
が
対
象
）」が「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
」で
入
賞
し
ま
し
た
。

各
入
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、
中
央
情
勢

報
告
、
平
成
30
年
度
情
報
事
業
計
画
及
び
農
地
利

用
の
最
適
化
を
進
め
る
情
報
提
供
活
動
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
、
㈱
農
業
総
合
研
究
所

代
表
取
締
役
社
長
の
及
川
智
正
氏
に
よ
る
「
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
魅
力
あ
る
農
産
業
の
確
立
」
を
演
題

と
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

４
月
15
日
（
日
）
、
都
賀
満
喫
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
が
開
催
さ
れ
、
な
で
し
こ
委
員
も
食
材
の

提
供
に
、
豚
汁
百
食
分
を
作
り
参
加
し
ま
し

た
。当

日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

参
加
者
は
講
師
の
方
か
ら
、
コ
ー
ス
予
定
地

だ
っ
た
、
名
所
・
旧
跡
の
講
義
を
受
け
、
ふ

る
里
再
発
見
を
し
た
よ
う
で
す
。

講
義
の
後
は
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案

内
で
、
各
種
団
体
の
用
意
し
た
食
材
を
受
け
取

る
と
、
美
味
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

   ”豚
汁
の
お
か
わ
り
あ
り
ま
す

  

“  
の
一
声
に
列

が
で
き
、
思
わ
ず
笑
顔
に
な
っ
た
一
日
で
し
た
。

会
議
後
に
は
立
食

パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
の

情
報
交
換
会
が
行
わ

れ
、
普
段
は
な
か
な
か

お
話
し
す
る
機
会
が

な
い
全
国
農
業
会
議

所
の
役
職
員
や
他
市

町
村
の
農
業
委
員
等

と
情
報
交
換
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

全
国
情
報
会
議

な
で
し
こ
委
員
会
の
活
動

な
で
し
こ
委
員
会
の
活
動

《
山
本
千
惠
子
委
員
》

３
月
10
日
（
土
）、
栃
木
市
農
業
後
継
者
婚
活
サ
ポ
ー
ト

事
業
と
し
て
、「T

o
ch
ig
i

ハ
ー
ト
フ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
本
市
の
農
業
後
継
者
の
育
成
及
び
農
業

経
営
基
盤
の
安
定
化
、
定
住
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
、
な
で
し
こ
委
員
も
実
行
委
員
と
し
て
参
加

し
て
い
ま
す
。

農
業
に
関
心
の
あ
る
女
性
を
迎
え
、
男
女
合
わ
せ
て
30

人
弱
の
人
達
が
参
加
し
、
春
の
訪
れ
も
近
づ
く
暖
か
な
陽

気
の
中
、
〜
恋
の
収
穫
祭
〜
は
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。

集
合
し
た
後
す
ぐ
の
自
己
紹
介
の
際
に
は
、
お
互
い
の

様
子
を
伺
う
よ
う
な
硬
さ
が
チ
ラ
ホ
ラ
と
感
じ
ら
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
不
安
も
最
初
だ
け
の
事
。い
わ
ふ
ね
フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ク
で
の
い
ち
ご
狩
り
、
静
和
地
区
公
民
館
で
の
ケ
ー

キ
作
り
と
イ
ベ
ン
ト
を
重
ね
る
た
び
に
、
お
互
い
の
距
離

を
縮
め
て
い
く
参
加
者
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

藤
岡
町
の
和

C
U
O
R
E

で

世
界
一
の
ピ
ザ
回
し
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
見
な
が
ら
の
会
食
で

は
、
気
に
な
る
あ
の
人
の
ハ
ー

ト
を
ゲ
ッ
ト
す
べ
く
積
極
的
に

話
し
か
け
て
い
く
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
最
終
的
に
は
見
事
８
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
、
今
後

が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

ひ
と
こ
え

農業委員会だより
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　いかにおいしいきゅうりがたくさん穫れるか、日々、品質の

向上と作業の効率化に取り組んでいきたいと思います。

《取材：篠﨑藤重委員》

　
昔
か
ら
伝
わ
る
行
事
に
は
、
沢
山

の
思
い
出
と
味
が
あ
り
ま
す
。も
う

一
度
食
べ
た
い
懐
か
し
い
あ
の
味
、

こ
の
味
と
共
に
よ
み
が
え
る
の
は
、

そ
の
時
の
光
景
と
み
ん
な
の
笑
い

声
、泣
き
声
、話
し
声
。

　
ご
近
所
の
人
達
と
手
間
暇
か
け

て
作
り
あ
げ
る
行
事
食
。そ
れ
に
欠

か
せ
な
い
膳
の
中
か
ら
、
和
え
物
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。酒
粕
、
イ
カ
を

使
っ
た
ネ
ギ
ヌ
タ
に
は
、
花
嫁
が
末

永
く
留
ま
っ
て
く
れ
る
様
に
と
願

い
を
込
め
た
祝
膳
と
な
り
、
み
そ
味

の
ネ
ギ
ヌ
タ
は
、
悲
し
み
が
二
度
と

繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
の
切

な
る
思
い
を
込
め
て
の
仏
膳
と
な

り
ま
す
。

　
季
節
に
穫
れ
る
身
近
な
野
菜
等

を
上
手
に
使
い
、
仏
事
や
祝
事
を
見

た
目
や
味
で
表
現
し
て
き
た
先
人

達
の
知
恵

に
敬
意
と

感
謝
を
表

し
、
次
世

代
に
伝
え

た
い
と
思

い
ま
す
。

《
渡
辺
計
子
委
員
》

季
節
の
郷
土
料
理 

季
節
の
郷
土
料
理 

くに お

よしかず え　み　こ

とし こ

増山邦夫さん・寿子さん（妻）

敬一さん（長男）・恵美子さん（長男の妻）

　野中町で有機肥料を使用して「ひめきゅうり」
を栽培している増山さんご一家にお話を伺い
ました。

　平成２年の秋からひめきゅうりの栽培を始めました。

　現在は、ひめきゅうりを連棟ハウス３棟（約１，０００坪）

で作っており、年間６，０００箱（１箱１４０本）を出荷する

ほか、水稲も１ha耕作しています。

　ひめきゅうりは、周年栽培しており、毎日朝夕２回の収

穫に２～３時間、箱詰め作業も同じくらいの時間がかか

ります。多い時には、それぞれ４～５時間かかります。

　害虫との戦い、それといかに病気を出さないかに気を

使っています。それだけに、きちんと育った時や防除に

先手を打てた時は、とてもうれしいです。

　化学肥料を使わない自家製有機肥料で栽培して来ま

したが、最近は生物農薬（天敵の虫を使った害虫駆除）

を取り入れた減農薬栽培にも取り組んでいます。お客さ

んから「他のきゅうりは食べられないよ」と言ってもらっ

た時が、一番の喜びです。

邦夫さん邦夫さん

寿子さん寿子さん

敬一さん敬一さん

恵美子さん恵美子さん

孫の隆太くん孫の隆太くん

農業委員会だより
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　一之さんとサトヨさんがきのこ栽培を始めてから４５年を超えました。
　また、代表の賢樹さんは、４年前の一之さんの病気を機に教員を辞め、農業の道に入りました。
　今回は、代表の賢樹さんの父で、きのこ栽培を始めた一之さんにお話を伺いました。

１年前に江田有機栽培農園を設立しました。息子

の賢樹が社長で、私達夫婦と従業員２名、海外から

の実習生４名で作業しています。

現在、２haの土地にハウス３０棟でしいたけを栽

培しています。年間の収穫量は１８０トンから２００

トンです。２０年前から直接、市場に出荷していま

す。その他、JAの直売所向けに、しめじ、なめこ、ま

いたけ、きくらげも作っています。

代表  江田賢樹さん・一之さん（父）・サトヨさん（母）
けん じ かずゆき

喜びは、しいたけが成長する過程が楽しみです。

苦労は、栽培する上で重要な温度と湿度の管理、

菌の繁殖をする培養の管理です。

　息子も農業に従事するようになり、法人化もしたの

で、規模拡張と経営の合理化を図りたいと考えてい

ます。現在、試験的にオリーブ９０本を２０アールの土

地に植えたばかりです。収穫できるようになるまで３

年かかりますが、とても楽しみにしています。

《取材：五十畑節子委員》

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

■
農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員

阿
部

秀
夫

手
塚

政
子

渡
辺

計
子

荒
木

陽
子

山
本
千
惠
子

五
十
畑
節
子

大
山

善
夫

篠
﨑

藤
重

牛
久

秀
一

平
成
30
年
度
全
国
情
報
会
議
に
お

い
て
、
本
委
員
会
が
全
国
農
業
新
聞

優
秀
農
業
委
員
会
と
し
て
団
体
表
彰
、

情
報
活
動
功
労
者
と
し
て
農
業
委
員

19
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
各
位
を
は
じ
め
、
関

係
者
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、

本
誌
を
通
し

て
委
員
会
活

動
を
Ｐ
Ｒ
し
て

行
き
ま
す
。
読

者
の
皆
様
か

ら
、
ご
意
見
、

ご
感
想
、
取
材

等
の
ご
要
望
を

お
寄
せ
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で

す
。

《
編
集
委
員
長

阿
部
秀
夫
》

一之さん一之さん
賢樹さん賢樹さん

サトヨさんサトヨさん

農業委員会だより
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